
岡山県臨床検査技師会

2023年2月11日(土)

13:00～16:30

■教育講演Ⅰ

「いきなり！1型糖尿病となった臨床検査技師の15年間」

　13:10～14:10

■教育講演Ⅱ

「血糖変動に活かすカーボカウント～Let’s try～」

　14:10～15:10

■特別講演

「これからの糖尿病診療を考える

(2型糖尿病に対する薬物治療を中心に)」

　15:20～16:20

■日時 2023年2月11日(土) 13:00～16:30

■会場 Zoomウェビナーによるオンライン講演会

■参加費 500円(技師会会員･その他各職種関連団体の会員)　/　3000円(非会員)

　※参加証の郵送が必要な方は600円

■参加方法 技師会会員：日臨技HP会員専用サイトより事前登録後、URLから申し込み

その他の方：記載のQRコード(URL)より申し込み

令和4年度 糖尿病療養指導講演会(web研修)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：岡山大学病院　内山　慶子

　13:00～13:10　　　開会挨拶　　　総合管理部門長　佐藤病院　瀬尾　京子

　弘前大学医学部附属病院　検査部技師長　石山　雅大　先生

倉敷中央病院　糖尿病認定看護師/看護師長　藤原　恭子　先生

岡山赤十字病院　糖尿病センター/健診部顧問　　宮下　雄博　先生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：川崎医科大学附属病院　森永　睦子

　15:10～15:20　　　　　　　　　　　　　　休憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：倉敷中央病院リバーサイド　中川　裕美

　16:20～16:30　　　閉会挨拶　　　総合管理部門長　佐藤病院　瀬尾　京子

『血糖変動を学ぶ』

「まさか自分が？！検査する側が1型糖尿病になった15年間のお話し」

長年、尿検査を仕事としている自分が40代で突然1型糖尿病に。検査のプロなのに自己管理の難し

さを感じ、そして教科書では分からない病状をお話します。検査、看護する側、CGM指導、皆さん

のご参考になれば幸いです。

食事療法に「カーボカウント」が浸透してきました。食後血糖値は食事中の糖質量によって強く影

響を受けますが、この糖質量を見積もるのはなかなか難しいです。今回は簡単な演習を含め、血糖

管理に活かす方法をお伝えします。

このたび日本糖尿病学会は薬物療法のアルゴリズムをコンセンサスステートメントとして初めて発

表しました。この新しいアルゴリズムを中心に、海外のアルゴリズムも参考にして、これからの糖

尿病診療を考えてみたいと思います。



■参加URL

申し込み期間：2022年12月1日(木)　～　2023年2月5日(日)

参加費の支払いについてはpassmarketを使用いたします。

銀行振込等他の支払い方法をご希望の方は別途お問い合わせください。

参加費入金確認後、参加登録時に登録したアドレスにZoom ID等のご案内を送信いたします。

■取得可能点数/単位

◎ (社)日本臨床検査技師会　生涯教育点数　専門：20点

　日臨技HP会員専用サイトより事前登録をお願いします。

◎ 「日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修会」＜第2群＞1単位(申請中）　※

◎ 「おかやま糖尿病サポーター　更新研修会B」

　お申し込みの際アンケート欄に ①登録番号 ②参加証明証等の送付先 をご記入ください。

※

■共催 (一社)岡山県臨床検査技師会 テルモ株式会社

■後援 岡山県看護協会 岡山県栄養士会

岡山県薬剤師会 岡山県理学療法士会

岡山県臨床工学士会(予定）

■問合せ先 佐藤病院　検査科　瀬尾京子

https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02qkmas6aip21.html

日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修会としての参加確認のため、講演会中にキーワー

ドを3つ表示します。講演会終了後、アンケートに講演会中3つのキーワードをアンケートに入

力お願いします。

 3つのキーワードが合致した方のみ参加証を郵送します。

令和4年度 糖尿病療養指導講演会(web研修)

『血糖変動を学ぶ』

日臨技会員の方は、研修会・学会検索事前申込サイトからの登

録も必須でお願します。

mail：kensa@sato-hp.com


